
 

仕 様 書 

 

項 目 内               容 

１ 品名 令和６年度版 福岡市水道事業統計年報 

２ 規格等 
(1)規格 
 
(2)頁数 
 
 
 
(3)紙質・色 
 
 
 
 
 
 
 
(4)原稿 
 
 

 
Ａ4 型 

 
 見返し  2 頁 
 目次   4 頁 
 本文   108 頁 
 
 紙質  間伐材配合率 10％、古紙配合率 90％のもの 
 表紙  コットン紙厚・白茶色 
 見返し 57.5kg 
 折り込み頁，  
 目次，本文   再生紙 44.5kg 
ただし、上記の基準を満たす製品を納入することが困難な場合には、 
担当者の了解を得た場合に限り、代替品の納入を認める。 

 
 本文等（データ有り・Excel，Word） 
 図表２点 
 施設概要図（jpg，カラー写真有り） 
 節水シンボルマーク（別紙仕様をデータ渡し） 
 グラフ 12 点（ Excel データ有り） 
※データはパスワード設定のうえメールにて送付。 
※データのレイアウト作業の必要有り。 

３ 数量 冊子：160 冊 

４ 内容  昨年度統計年報を参照 

５ 納入場所  水道局総務部営業企画課 

６ 製作スケジュール 
及び納入期限 

  
■製作スケジュール（仮）…別紙参照 
 
■納入期限 令和 7 年 9 月 17 日（水） 

 

７ その他 

①要校正（2 回以上），担当者と協議のこと 
②印刷データは，PDF 形式で CD-R に保存し，納品の際に営業企画課に引き

渡すこと(※ホームページ掲載の際，ファイルサイズに制限があるため，データ

は 2 メガ以内としてください。収まらない場合は，項目別にファイルを分割し

てください。)  
③規格等の詳細については，昨年度統計年報を参照のこと 
④別添「グリーン購入の調達者の手引き（環境省資料。以下、「国の手引き」

という。)」の「特定調達品目及び判断の基準」を満たすこと。（「国の手引きの

「印刷の判断の基準の概要と発注時の確認事項」をすべて満たすこと。）※加

えて、「資材確認表」及び「印刷工程チェックリスト」を提出すること。 



 

 

 

 

 

令和６年度版 

 

 

福岡市水道事業統計年報                                      

 

 

（令和６．４．１ ～ 令和７．３．３１） 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市水道局 





■令和６年度版　統計年報　作成スケジュール（仮）

※校正の量によって，スケジュールは前後することがあります。
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ඈ情報 

ల֭ᄕ断֭ৰമ֭ॗጅ֧ᄇಐ֭॰Ⴁ事項ࡽ

లᆾࡽల࿘におけるৄ੩ვፄ、ҕࡽ፬、Ҕעンיలを発するは、Ғ用౸、ғࡽలᆾのࡽ

ַの表示についてグリーンம入法の基準をተたしているかを、資材॰Ⴁᅲਸֲࡽల࿘לッ

クリトにより事に॰Ⴁするᅢ要がցります。資材॰Ⴁᅲは、ࡽలᆾのႶ品時に࿓出されるよ

う、Ⴖ入業者にࡕጘしまし׆う。資材॰Ⴁᅲのၾዴはࡽల業者が記入し、Ⴖ入業者を通じྔ達者

に࿓出されるጺれとなります。 

 ల֭ᄕ断֭ৰമ֭ॗጅࡽ
項 ኬ ᄕ断֭ৰമ ৰമ֭ඈՔश๊ 

用౸ 
ຳ合評価ཏ 80 以上かつリיתク

ル性 ԋ ランクÅ1

ఱの表౸は、ຳ合評価ཏによら֙合法性の॰Ⴁされたも

の 

 ፬עンי
・ ඬᆾዡ来のውをዛしたיンע 

・ リיתクル性 ԋ ランクのיンע 

・ 化ॺ安性が॰Ⴁされたיンע 

・ ల：ԝԙࡽットװ؊ן ਊ制合かつיンעグリーンマーク

「★」基準合יンע、リיתクル性 ԋ ランク 

・  ల：化ॺ安性が॰Ⴁされているものࡽル״ジ

ットװ؊ן

ਸֲジ

లࡽル״

࿘にお

けるৄ੩

ვፄ 

ル化（Ԏԣԟ״ジ 化）又は 

ઠのष೭のい֙れか 

Ք製ᄟ࿘の Ԏԣԟ 化率 50²以上 

Ք製ᄟ؊טルムを使用する合、ࢻਸֲઠのष೭をಲ౮ 

 クルית又はリー؛クル లᄟ࿘：リיתのリ（ルؔח）లᄜࡽ

ԥԞԍ 発ภጌ制 

 ：ల࿘ࡽ

Ք෯なしࡽలの導入 

Քಮし෯ഩৄムの導入 

ՔԥԞԍ 対పಮし෯の導入 

Քಛ၌布ච導入、ഩৄムの導入（ಛ၌ࢻචの合）

ՔԥԞԍ 対పච材の導入 

Քዴ器等のቹᇘ、ԥԞԍ ശ理ົ置の設置 

表ኜ加：חルרール፬をႵ度 ӽ0²ቴተで使用 

製౸ମ料（等）ַのリיתクルÅ㕲

・  80²以上：（ル״ジットՔװ؊ן）ల࿘ࡽ

・ 表ኜ加：80²以上 

・ 製本加：ԁ0²以上 

省エネঊ၌のಲ౮ 
ジ）など؊ןల機の省電力機能のঊ用、ቴ使用時の電源ࡽ

 （లに用ࡽル״

ແࣿՔව၌ጌ制 製本࿘：ັ、חの開ሐઔ 

లᆾַࡽ

の表示 

リיתクル性Քマークの表示 

లᆾのგ、表౸、ጮ表౸のい֙ࡽ）

れかに表示：ᇛౄ൴） 

Ԍ、ԍ、Ԏ ランクの材料を使用する合は使用ᆪ位、৾又

はリיתクルሑ法を記ఐ 

Å1 そののランクの用౸を使用する合は、上記「ࡽలᆾַの表示」をౄணに使用ᆪ位、৾又はリיתクルሑ法を記ఐ。 

Å2 ジ״ルࡽల࿘ਸֲ表ኜ加࿘では、製౸ମ料ַのリיתクル以॒（ԡԟԐ ַの加やエネルギーष೭等）のリיתク

ルをֿ。 

῍印刷ཋ製作発දのᨥỊ῍
Ṳ資材ᄩᛐᅚの提Јを̔᫂（ᘙ２）

ḵṞ用ኡ、ṟインỿ等のˁಮにếいて、資材ᄩᛐᅚにợụʙЭにᄩᛐẲ、印刷ཋのኛλに

提ЈẴỦợうኛλ業ᎍに̔᫂（調ᢋᎍのЙ断にợụᡲዂέở印ഇをᢘܯᡙ加）

ḵṡにếいてỊ、資材ᄩᛐᅚにợỦЙКのኽௐを印刷ཋにᚡ᠍

Ṳ印刷ᆉチỹックリストにợỦᄩᛐ（ᘙᾃ）

ḵṠの印刷ᆉのؕแのܱཞඞにếいて、ᘙᾃのチỹックリストをӋᎋにᄩᛐを行う（̾ẉの

కˑごểỂễẪʙ業ӍỊئҥˮのӕኵཞඞをᄩᛐẴỦ）
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資材確認票の様式（例） 

 
作成年月日：   年  月  日 

                      御中 
件名：                      
 

資 材 確 認 票 
 

○○印刷株式会社 
 
 

 

印刷資材 
使用 
有無 

リサイクル 
適性ランク 

資材の種類 製造元・銘柄名 備考 

 

用紙 

本文 ○ Ａ 上質紙 ○○製紙／○○  

表紙 ○ Ａ コート紙 ○○製紙／○○  

見返し ○ Ａ 上質紙 ○○製紙／○○  

カバー － －    

      

      

インキ類 

○ Ａ 平版インキ ○○インキ／○○  

     

     

     

加工 

製本加工 ○ Ａ PUR 系ホットメルト ○○化学／○○  

表面加工 ○ Ａ OP ニス ○○化学／○○  

その他加工 － －    

その他 

     

     

     

     

 
↓ 
 

 使用資材 リサイクル適性 判別 

Ａランクの資材のみ使用 印刷用の紙にリサイクルできます ○ 

ＡまたはＢランクの資材のみ使用 板紙にリサイクルできます  

ＣまたはＤランクの資材を使用 リサイクルに適さない資材を使用しています  

備考）１ 資材確認票に記入する印刷資材は、最新の「リサイクル対応型印刷物製作ガイドライン」に

掲載された古紙リサイクル適性ランクリストを参照すること。 

２ 古紙リサイクル適性ランクが定められていない用紙、インキ類等の資材を使用する場合は、

「リサイクル適性ランク」の欄に「ランク外」と記載すること。 

３ 内容に関する問合せに当たって必要となる項目や押印等の要否については、様式の変更等

を行うことができる。 

 

 平成 31年 2月改定基本方針より抜粋 



 

オフセット印刷又はデジタル印刷の工程における環境配慮チェックリスト様式（例） 

 
作成年月日：   年  月  日 
                      御中 
 
オフセット印刷又はデジタル印刷の工程における環境配慮チェックリスト 
 
○○印刷株式会社 
 
 
工程 実現 基準（要求内容） 

製版 

はい／いいえ ①次の A 又は B のいずれかを満たしている。 
Ａ 工程のデジタル化（DTP 化）率が 50%以上である。 
Ｂ 製版フィルムを使用する工程において、廃液及び製版フィルムから

銀の回収を行っている。 
刷版 はい／いいえ ②印刷版（アルミ基材のもの）の再使用又はリサイクルを行っている。 

印 
 
刷 

オ

フ

セ

ッ

ト 

はい／いいえ ③水なし印刷システムを導入している、湿し水循環システムを導入して

いる、環境に配慮した湿し水を導入している、自動布洗浄を導入してい

る、自動液洗浄の場合は循環システムを導入している、環境に配慮した

洗浄剤を導入している、廃ウェス容器や洗浄剤容器に蓋をしている等の

VOC の発生抑制策を講じている。 
はい／いいえ ④輪転印刷工程の熱風乾燥印刷の場合にあっては、VOC 処理装置を設

置し、適切に運転管理している。 
はい／いいえ ⑤損紙等（印刷工程から発生する損紙、残紙）の製紙原料へのリサイク

ル率が 80%以上である。 
デ

ジ

タ

ル 

はい／いいえ ⑥省電力機能の活用、未使用時の電源切断など、省エネルギー活動を行

っている。 
はい／いいえ ⑦損紙等（印刷工程から発生する損紙、残紙）の製紙原料等へのリサイ

クル率が 80%以上である。 

表面 
加工 

はい／いいえ ⑧アルコール類を濃度 30%未満で使用している。 
はい／いいえ ⑨損紙等（光沢加工工程から発生する損紙、残紙、残フィルム）の製紙

原料等へのリサイクル率が 80%以上である。 

製本 
加工 

はい／いいえ ⑩窓、ドアの開放を禁止する等の騒音・振動の抑制策を講じている。 
はい／いいえ ⑪損紙等（製本工程から発生する損紙）の製紙原料へのリサイクル率が

70%以上である。 
 

備考） 内容に関する問合せに当たって必要となる項目や押印等の要否については、様式の変更等を

行うことができる。 

平成 31年 2月改定基本方針より抜粋 
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